
青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森市 危機管理課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 防災拠点整備【完了】
・「カクヒログループスーパーアリーナ（青森市総合体育館）」
を新たに整備（R6.7.1供用開始）

・防災倉庫、自家発電設備、
マンホールトイレ等の
防災機能を完備

・市の指定緊急避難場所及び
指定避難所に指定

◇ 避難情報等一斉送信システムの整備【完了】
・Jアラートや市の避難情報等を各情報伝達ツールに自動で一斉
送信を行うシステムを導入（R6.8.1運用開始）

・自宅の固定電話やFAXに避難情報等を自動で送信する
「電話・FAXサービス」を開始

・市メールマガジン（防災情報）の多言語配信サービスを開始

◇ 自主防災組織等による地域防災の推進【継続】
・地域コミュニティーによる地域防災力の向上を目指し、
自主防災組織の新規結成及び育成の取組を継続して実施

◇ 防災拠点整備【継続】
・カクヒログループスーパーアリーナ（青森市総合体育館）を
はじめ、市内小･中学校、市民センター等に食糧、飲料水及び
防災活動資機材等を備蓄するなど、事前防災の取組を継続し
て実施

電話・FAXサービス 多言語配信サービス 町会への防災講話の様子 起震車による地震体験1
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森市 農地林務課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 森林整備（私有林）の実施【継続】
・担い手不足や高齢化、木材価格の低迷による経営意欲
の低下などにより、伐採期を迎えている森林が活用され
ていない状況の中で森林経営管理法に基づき、森林が奥
地に有るなど林業経営に適さない森林は市が直接管理を
行うことで、効率的な森林整備と林業経営の安定及び森
林の有する多面的機能（土砂災害防止機能、水源涵養機
能など）の発揮を図る。

◇ 森林管理の実施 【継続】
・多面的機能を持続的に発揮しつつ、保育、間伐等の森林整備を適切に
行うことによって、健全な森林を造成し、森林の有する多面的機能の発
揮を図る。

Ｒ６内真部地区保育間伐

＜四戸橋地区等、浪岡細野地区＞

＜内真部地区、浪岡本郷地区＞

＜奥内・瀬戸子地区、浪岡王余魚沢地区＞

①経営管理意向調査

②集積計画の作成（Ｒ８予定）

③経営管理権集積計画に基づく森林管理
（Ｒ９以降予定）

・事業工程（地区毎に分けた複数年計画）

①経営管理意向調査（初年度）
対象森林の所有者に、森林を今後どのように

経営管理していきたいかの意向調査を行う。

②集積計画の作成（２年目）
意向調査の結果、市に経営管理権を設定する

ことを希望した森林を調査し、経営管理権集積
計画を作成する。

③経営管理権集積計画に基づく森林管理（３年目以降）
市が経営管理権を取得した森林について、林業経営に適した森林を林業

経営者に再委託し、林業経営に適さない森林は市が間伐等の管理を行う。

①経営管理意向調査（Ｒ６）

②集積計画の作成

③経営管理権集積計画に基づく森林管理
（Ｒ８以降予定）

①経営管理意向調査 （Ｒ４）

②集積計画の作成 （Ｒ５）

③経営管理権集積計画に基づく森林管理
（Ｒ６分）

③経営管理権集積計画に基づく森林管理

Ｒ７取組予定

Ｒ６四戸橋地区意向調査説明会
2



青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森市 都市政策課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 浸水リスクを考慮した立地適正化計画【完了】
・青森市立地適正化計画を改定して、本計画に「防災指針」と
して、防災まちづくりの将来像や目標等を明確にし、ハード・
ソフトの両面からの防災まちづくりの方向性を位置付けた。
（令和７年３月）

◇ 浸水リスクを考慮した立地適正化計画【継続】
・今後、新たな災害リスクが指定・公表された際には、必要に
応じ、計画の見直しを検討する。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森市 公園河川課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 河川等の水路護岸工事の実施【継続】
・水害の防止及び市街地の生活環境の向上等のため、普通河
川及び水路の整備を行った。

◇ 河川改修事業の実施【継続】
・都市基盤河川貴船川河川改修事業にて排水樋門工事を実施。

◇ 河川等の浚渫工事の実施【継続】
・水害の発生を防止するため、普通河川等に堆積した土砂、
汚泥の浚渫工事を実施し、流水機能の確保を図った。

◇ 河川等の水路護岸工事の実施【継続】
・水害の防止及び市街地の生活環境の向上等のため、普通河
川及び水路の整備を行う。

◇ 河川改修事業の実施【継続】
・河川改修に伴い支障となる家屋の移転補償を行う。

◇ 河川等の浚渫工事の実施【継続】
・水害の発生を防止するため、普通河川等に堆積した土砂、
汚泥の浚渫工事を実施し、流水機能の確保を図る。

【 R6年度 護岸工事】

(着工前)

(完成)

【 R6年度 浚渫工事】【 R6年度 排水樋門工事】

(完成)

(着工前)

(完成)

(着工前)

4



青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森市 下水道整備課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 雨水設備改築工事の実施【継続】
・老朽化が進んでいるポンプ場の雨水沈砂池設備の改築工事を
行う。

◇ 雨水設備改築工事の実施【継続】
・老朽化が進んでいるポンプ場の雨水沈砂池設備の改築工事を
行う。

外観

内部
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【平内町 総務課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 自主防災組織等の勉強会や避難訓練への協力【継続】
・自主防災組織や町内会等が行う防災研修会や避難訓練に対し、
職員派遣や防災備品等の貸出などの協力を実施。

◇ 浸水深標識の設置【完了】
・津波の浸水区域内にある電柱に浸水深標識を設置し、想定浸
水深を視覚的に認識できるようにすることで、災害に対する危
機感と防災意識の向上を図る。

◇ 防災倉庫整備【継続】
・旧少年院跡地に大型の防災倉庫を整備し、既存の備蓄倉庫と
分散保管することにより、各避難所等への物資輸送の効率化と、
被災による物資喪失のリスク低減を図る

◇ 防災行政用無線屋外子局の機能強化【継続】
・防災行政用無線の送受信装置等の更新に併せて屋外子局のス
ピーカーの機能強化を実施することで、放送の反響や屋外子局
直下の騒音問題などの改善を図る。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【今別町 総務企画課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 防災計画の更新【完了】
・大きな修正点としては町が日本海溝・千島海溝周辺海
溝型地震防災対策推進地域に指定されたことから、新た
に内容を追加したもの。

◇ 水防倉庫の整備【完了】
・近年、頻発する自然災害に備えて備蓄品や水防資機材
を準備しているところであり、庁舎内にもスペースがな
くなっていることから今回、庁舎近くに水防倉庫を整備
し、備蓄品や水防資機材を増やしていく予定。

◇ 防災訓練の実施【完了】
・県下一斉の地震・津波避難訓練と並行して町の防災訓練を行った。炊き出し訓練や防災士によるセミナー、防災食の試食会
を実施、町民の防災意識向上を図った。

◇ 図上訓練の実施【着手】
・詳細は未定。

◇ 防災行政用無線受信機の整備【着手】
・現在、町で運用している受信機は令和元年度の導
入から６年が経過し、構成部品の老朽化等や緊急情
報の住民伝達に支障を来すことが懸念されるため、
現行の受信機を更新する予定。

◇ 防災訓練の実施【継続】
・令和6年度と同様に町では継続して避難訓練を実施
する予定。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【外ヶ浜町 総務課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇自主防災組織との共催による避難訓練・避難所開設訓練
・県下一斉の地震・津波避難訓練に合わせ、自主防災組織との避難
訓練・避難所開設訓練を実施。

◇要配慮者に向けた備蓄品の整備【継続】
・乳幼児や高齢者等の災害時要配慮者に向けた備蓄品の整備。
（哺乳びん用インナーバッグ、生理用品、おむつ等）

◇避難訓練・避難所開設訓練【継続】
・自主防災組織や自治会と合同での避難訓練・避難所開設訓練
を実施予定。

○避難誘導訓練

○避難所開設訓練

・避難者の受付

・段ボールベッド組立て体験

・簡易トイレの体験

・非常食（アルファ化米）実食

・炊き出し訓練
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【蓬田村 総務課】

【令和６年度までの主な取組内容】

【令和７年度の主な取組予定】
〇令和４年度

防災ハザードマップの作成【完了】
・日本海溝（三陸・日高沖）地震の
津波想定区域を掲載した防災ハザ
ードマップを作成。

・高潮浸水想定区域を追加。
・全世帯に配布を実施。

〇令和３年度
避難訓練の実施【完了】
・情報伝達・広報訓練
・災害対策本部設置・運営訓練
・避難所等開設・避難誘導訓練
・避難住民への対応訓練
・防災用品使用訓練等

〇令和５年度
図上訓練の実施【完了】
・自主防災組織を対象とした
図上訓練を実施。

〇令和６年度
避難訓練の実施【完了】
・シェイクアウト訓練
・避難所等開設・避難誘導訓練
・避難住民への対応訓練
・防災用品使用訓練等
・気象台による講演会
・災害用ドローンの実演会

〇備蓄物資の確保【検討中】
・災害に備えた備品食品等の補充。
・大規模災害に備えた備蓄物資の見直し。

〇避難訓練の実施【検討中】
・避難所等開設・避難誘導訓練
・避難住民への対応訓練
・自主防災組織対応訓練
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【野辺地町 建設水道課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 氾濫対策【着手】
・普通河川御手洗瀬川の河川改修測量設計が完了した。

◇ 氾濫対策の実施【継続】
・普通河川御手洗瀬川の河川改修工事を実施する。

上流から下流 下流から上流
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【横浜町】

【令和６年度までの主な取組内容】 【令和７年度以降の主な取組予定】

◇ 地域防災計画の修正【完了】
・関係法令や国・県の最新の防災計画等との
整合性を図り、近年の災害発生状況や感染症対
策などの内容を踏まえ修正した。

◇ 防災関連情報の周知【継続】
・住民の円滑かつ迅速な避難につながる
よう、地域防災計画等、防災に関する資
料を町ホームページ等で広報したほか、
防災情報を防災メールで通知した。

◇ 防災訓練の実施【継続】
・防災意識の高揚と緊急時の対処能力の
向上を図るため、関係機関・団体、及び
地域住民参加のもと地震災害を想定した
防災訓練を実施した。

◇ 防災ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成（土
砂災害警戒区域・ため池・津
波浸水想定等）【完了】
・町内の土砂災害警戒区域やた
め池の位置情報、津波浸水想定
等を掲載したハザードマップを
作成した。
今後は、同ハザードマップを

活かした防災訓練・避難訓練等
の実施を進める。

◇ 防災行政無線戸別受信機整備【完了】
・令和７年度以降も、地域住民からの要望等を検討し、電波の
受信状況の悪い地域を中心に、ポール及びアンテナを設置し、
防災行政無線戸別受信機を無償貸与を実施する。

◇ 防災行政無線個別受信機整備【着手】
・防災情報の確実な伝達を図るため、防災行
政無線戸別受信機を新たに追加整備し、希望す
る世帯に対し無償貸与を実施した。

◇ 河川パトロールの実施【継続】
・定期的に町内の河川をパトロールして異常が
ないか確認した。併せて、周辺の安全について
も確認した。

◇ 河川パトロールの実施
【継続】
・定期的に町内の河川をパト
ロールして異常がないか確認し、
併せて、周辺の安全についても
確認する。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【東北町 総務課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 河川パトロールの実施【継続】
・定期的に町内の河川周辺をパトロールして異常が
無いか確認作業を行った。併せて、周辺の安全に
ついても確認した。

◇ 河川パトロールの実施【継続】
・定期的に町内の河川をパトロールして異常が
無いか確認し、併せて周辺の安全についても
確認する。

◇ 防災メールによる防災情報の提供【継続】
・住民が円滑かつ迅速に避難できるよう防災情報を防災メール
で通知した

◇ 消防（水防）団員の募集【継続】
・地域防災の要となる消防団員の募集を継続して行った。

◇ 防災メールによる防災情報の提供【継続】
・住民が円滑かつ迅速に避難できるように有事の際に防災情報
を防災メールで通知する

◇ 消防（水防）団員の募集【継続】
・地域防災の要となる消防団員の募集を継続して行う。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森森林管理署】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 国有林の治山対策【継続】
・令和４年８月の豪雨による災害発生個所等において治山施設
を整備。

◇ 国有林の森林整備【継続】
・水源涵養や土砂流出防止等の公益的機能を発揮させるため、
森林の健全な育成を図る下刈・間伐等の森林整備を実施。

◇ 国有林の治山対策【継続】
・引き続き、山地災害を抑制する治山施設を
整備。

◇ 国有林の森林整備【継続】
・引き続き、森林の健全な育成を図る下刈・間
伐等の森林整備を実施。

作業前

下層植生の侵入を促し雨水の浸透を促す間伐

治山ダムと流木止を設置 下流域への土砂流出を防止する治山ダム
を計画

植栽した苗木の健全な
育成を促す下刈り作業 間伐作業

渓流内に堆積した流木
や土砂の除去
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【森林整備センター】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 水源林造成事業地の森林整備【継続】
・水源涵養や土砂流出防止等の公益的機能を発
揮させるため、森林の健全な育成を図る下刈・
間伐等の森林整備を実施。

◇ 水源林造成事業地の森林整備【継続】
・引き続き、森林の健全な育成を図る下刈・間
伐等の森林整備を実施。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森地方気象台】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 防災気象情報の更なる改善の実施【継続】 ◇ 防災気象情報の更なる改善の実施【継続】

広域を対象 府県単位に絞りこみ
（令和４年６月１日～） （令和６年５月２７日～）

気象庁では「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たすよ
うな線状降水帯による大雨の可能性がある程度高いことが予想され
た場合に、半日程度前から気象情報において「線状降水帯」という
キーワードを使った「線状降水帯による大雨の半日前程度からの呼
びかけ※」を広域を対象として行ってきたが、令和６年５月２７日から
は府県単位に絞り込んだ運用を開始。

※この呼びかけは、警戒レベル相当情報を補足する解説情報として発表します。

なお、府県単位（青森県を対象）に絞り込んでの呼びかけは、令和６
年８月１１日１１時４４分発表の気象情報にて初めて行われています。 14

・令和６年度末に洪⽔予警報作成システムを更新。それに伴い指定河川洪
⽔予報発表文（PDF形式）のレイアウトが変更される。

・新しい発表文を用いた指定河川洪⽔予報（及び⽔位周知情報）は令
和７年度出⽔期からとなる。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【農村整備課】

【令和６年度までの主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 水田貯留（田んぼダム）の実施【継続】
・ほ場整備事業により水田の落水口に流出量を抑制するための
流出量調整器具を設置

◇ 水田貯留（田んぼダム）の実施【継続】
・ほ場整備事業により水田の落水口に流出量を抑制するための
流出量調整器具を設置

出典：「田んぼダム」取組マニュアル
の手引き（R6.3）
（青森県農村整備課）

出典：「田んぼダム」取組マニュアル
の手引き（R6.3）

（青森県農村整備課）

16



青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【林政課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 森林整備の実施【継続】
・民有林において、補助事業により造林・保育などの森林整備
を推進し、森林の持つ水源かん養機能などの高度発揮を図りま
した。

◇ 森林整備の実施【継続】
・民有林において、補助事業により造林・保育などの森林整備
を推進し、森林の持つ水源かん養機能などの高度発揮を図りま
す。

◇ 治山対策の実施【継続】
・民有林の荒廃した林地に、治山ダムや山腹工などの治山施設
を整備し、保安林の機能を維持・向上させ、土砂の流出を防止
します。

17



〇防災教育や防災知識の普及【継続】
・昨年度に引き続き、地域住民へ向け、防災教育の重要
性等を普及啓発するとともに、県で制作した防災教育
活動支援ツールの活用方法等を周知。

・昨年度に引き続き、防災全般に関する出前講座を開催

・市町村の防災課題解決に向けた取組を支援するための
補助制度を新設（自主防災組織の設立促進に係る取組
も補助対象）

・昨年度に引き続き、地域の自主防災組織等で行われる
防災研修・訓練に、希望に応じ防災士を派遣

・昨年度に引き続き、自主防災組織のリーダー等を対象
とする地域防災活動ネットワーク研修会を開催

〇市町村が実施する訓練の支援等【継続】
・昨年度に引き続き、災害対策本部図上訓練を実施
・市町村のハザードマップ作成作業に対し、必要に応じ
て助言等を行う。

〇防災教育や防災知識の普及【継続】
・人口減少社会に対応できる地域防災体制を構築するた

め、教育関係者等の地域住民へ向け、防災教育の重要
性等を普及啓発するとともに、県で制作した防災教育
活動支援ツールの活用方法等を周知。

・防災全般に関する出前講座を開催。

・浸水想定区域内の自主防災組織未設立町会等を対象に、
設立促進及び活動の活発化を重点的に働きかけるため
の研修会を開催。

・防災活動をけん引できる指導者的人財を育成し、課題
や取組を共有してもらうため、地域防災活動ネット
ワーク研修会を開催。

〇市町村が実施する訓練の支援等【継続】
・市町村における風水害対策図上
訓練の企画実施を支援。

青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【防災危機管理課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な実施内容】
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【令和６年度までの主な取組内容】

【令和７年度の主な取組予定】

■堆積土砂の掘削・雑木伐採の実施【継続】

・河川の流下能力を確保するための対策として、支障となる河道内の雑木伐採や堆積土砂の撤去を実施。

（令和６年度実施河川：浪岡川、堤川、横内川、合子沢川、沖館川、新城川、赤川、蟹田川、小湊川、盛田川、清水川）

■堆積土砂の掘削・雑木伐採の実施【継続】

・令和７年度も引き続き、支障となる河道内の雑木伐採や

堆積土砂の撤去を実施。

（令和７年度予定河川：浪岡川、赤川、堤川、駒込川、横

内川、新城川、蟹田川、小湊川、盛田川、明神川 等）

新城川（着工前） 新城川（完成）

小湊川（着工前） 小湊川（完成）

浪岡川（着工前） 浪岡川（完成）

青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【東青県土整備事務所】
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【東青県土整備事務所】

【令和６年度までの主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 土砂災害対策の実施【継続】
・青森市大字野沢地内において、急傾斜地崩壊対策として法面
対策、待受擁壁を実施。

◇ 河川改修の実施【継続】
・青森市大字岡町地内において、河川改修として河道掘削、護
岸を実施。

◇ 河川改修の実施【継続】
・青森市大字岡町地内において、河川改修として附帯工作物
（伏越）の改築を実施。

◇ 土砂災害対策の実施【継続】
・青森市大字浦島地内において、急傾斜地崩壊対策として法面
対策を実施。
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青森圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【上北県土整備事務所】
【令和６年度までの主な取組内容】

【令和７年度の主な取組予定】

◇ 伐採・掘削の実施【継続】
・氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、洪水流下の支障となる河道内の雑木伐採や堆積土砂の撤去を実施。

施工前
(三保川)

施工後
(三保川)

施工前
(三保川)

◇ 伐採・掘削の実施【継続】
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